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漁民と手をつなぐ広報誌

　山形県漁業協同組合では、深田サルベージ建設株式会社が所有する海洋調査船多目的作業船「POSEIDON-1」
を見学しました。船内では、海底地盤調査に用いられる設備や安全管理について説明を受け、海洋調査技術への
理解を深めました。
　今回の見学は、組合員の皆さんに必要な情報を提供し、漁業を取り巻く海域利用への理解を深めることを目的
として実施したものです。今後も、組合員の皆さんの漁業経営に役立つ情報の収集と提供に努めてまいります。
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共
済
金
額
４
億
５
千
万
円
の
計
画
に
対
し
、
実

績
は
３
億
６
千
５４０
万
円
、
達
成
率
は
81
・
２
％

と
な
り
、
チ
ョ
コ
ー
・
く
ら
し 

と
も
事
業
量
計

画
の
達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
定

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、長
期
共
済
契
約
保
有
実
績
で
は
、「
チ
ョ

コ
ー
」
は
42
億
８
千
１７０
万
円
、
対
前
年
度
比

88
・
０
％
（
５
億
８
千
５２０
万
円
の
減
少
）、「
く

ら
し
」
は
31
億
50
万
円
、
対
前
年
度
比
98
・
１
％

（
６
千
80
万
円
の
減
少
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

短
期
共
済
で
は
、
乗
組
員
厚
生
共
済
「
ノ
リ

コ
ー
」
は
保
障
共
済
金
額
８
億
２
千
４５０
万
円
の

計
画
に
対
し
、
７
億
１
千
６５０
万
円
（
達
成
率
は

86
・
９
％
）、
火
災
共
済
「
カ
サ
イ
」
は
保
障
共

済
金
額
56
億
４
千
４１０
万
円
の
計
画
に
対
し
、
44

億
６
千
７６９
万
円
（
達
成
率
79
・
２
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
チ
ョ
コ
ー
」
に
お
い
て
は
、
昨
年
７
月
に
一

時
払
介
護
共
済
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と

で
、
新
規
契
約
の
獲
得
や
既
存
契
約
の
保
障
の

見
直
し
を
行
う
な
ど
取
り
組
ん
だ
結
果
、
一
時

払
介
護
共
済
に
お
い
て
は
44
件
１
５
，
４
８
０

万
円
の
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
、
こ
れ
が

共
済
付
加
収
入
全
体
を
押
し
上
げ
る
要
因
と
な

り
ま
し
た
。

　

右
記
の
こ
と
か
ら
、
共
済
事
業
総
利
益
は
９

百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
て
１１１
・
２
％

実
績
率
、
計
画
に
対
し
て
は
１０５
・
１
％
の
達
成

率
と
な
り
ま
し
た
。

③
購
買
事
業

　　

当
組
合
の
主
要
取
扱
品
目
で
あ
る
Ａ
重
油
の

供
給
数
量
は
、
県
外
小
型
い
か
釣
船
の
入
港
が

ほ
ぼ
な
か
っ
た
こ
と
、
中
型
い
か
釣
船
の
供
給

も
減
少
し
、
底
曳
網
漁
船
を
は
じ
め
沿
岸
漁
船

に
つ
い
て
も
前
年
よ
り
少
な
い
出
漁
日
数
に
な

り
ま
し
た
が
洋
上
風
力
関
連
の
調
査
船
、
工
事

船
へ
の
供
給
が
増
加
し
、
前
年
度
か
ら
９８７‌

KL
増

の
４
，
４
２
０
KL
。
前
年
度
比
１２８
・
７
％
、
計

画
比
１３８
・
１
%
と
な
り
ま
し
た
。

　

軽
油
に
つ
い
て
重
油
船
の
油
種
変
更
や
工
事

船
へ
の
供
給
も
あ
り
ま
し
た
が
、
重
油
と
同
様

令
和
７
年
度
の
事
業
概
要

　

年
度
末
に
勃
発
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

と
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の
紛
争
に
よ

る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
を
め
ぐ
る
緊
張
は
、

原
油
価
格
の
急
騰
な
ど
世
界
経
済
に
も
直

結
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

燃
料
費
や
漁
船
維
持
費
の
高
騰
が
漁
業

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
事
に
加
え
て
、
ク
ロ

マ
グ
ロ
な
ど
国
際
的
な
資
源
管
理
の
枠
組

み
の
中
で
、
日
本
の
漁
業
者
が
競
争
力
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
技
術
導
入
や
効

率
的
な
漁
法
の
開
発
が
不
可
欠
で
す
。

　

さ
て
、
当
漁
協
の
状
況
は
、
主
要
魚
種
で

あ
る
ス
ル
メ
イ
カ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
タ
ラ
、
サ

ケ
な
ど
の
漁
獲
量
が
回
復
せ
ず
、
18
億
８
千

万
円
の
水
揚
げ
目
標
を
大
き
く
下
回
る
17

億
９
千
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
漁
獲
数
量
、
生
産
金
額
と
も
に
当
漁
協

の
歴
史
上
最
低
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
J
F
マ
リ
ン
バ
ン
ク
基
本
方
針
に

基
づ
く
組
織
再
編
勧
告
及
び
資
金
運
用
制

限
に
よ
り
組
織
再
編
勧
告
（
信
用
事
業
の
う

ち
貯
金
業
務
の
廃
止
）
を
受
け
、
貯
金
口
座

の
解
約
、
公
金
取
扱
業
務
の
他
行
移
管
が
進

め
て
い
ま
す
。
３
月
に
は
J
F
マ
リ
ン
バ
ン

ク
支
援
協
会
か
ら
の
資
金
贈
与
、
当
漁
協
の

事
業
構
造
改
革
推
進
に
向
け
た
長
期
、
短
期

貸
付
の
実
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

行
政
に
よ
る
共
同
利
用
施
設
の
電
気
料
金

の
補
助
、
組
合
員
、
役
職
員
の
収
支
改
善
計

画
の
履
行
が
進
め
ら
れ
、
令
和
７
年
度
は
３

百
万
円
の
事
業
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
漁
獲
物
集
荷
所

の
廃
止
を
含
む
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
継
続

し
ま
す
。
更
に
は
産
・
官
・
学
か
ら
な
る
「
養

殖
事
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ
、

７
つ
の
養
殖
事
業
の
可
能
性
を
模
索
し
、
激

減
す
る
漁
獲
量
、
水
揚
金
額
の
減
少
の
歯
止

め
に
着
手
し
始
め
ま
し
た
。

　

洋
上
風
力
発
電
事
業
関
連
で
は
、
事
業
実

施
者
に
よ
る
海
底
地
盤
調
査
を
含
む
指
定

海
域
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

調
査
船
に
対
す
る
燃
油
の
供
給
や
海
上
監

視
業
務
に
関
す
る
用
船
事
務
手
数
料
の
収

入
が
事
業
収
益
を
押
し
上
げ
る
要
因
の
一

つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
見
れ
ば
他
県
域
事
業
者
の
撤

退
に
端
を
発
し
た
事
業
進
捗
ス
ピ
ー
ド
の

鈍
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
世
界
経
済
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
事
業
利
益
の
減
少
、

こ
れ
ら
を
打
開
す
べ
く
資
金
支
出
の
抑
制

に
漁
業
者
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
無
い

よ
う
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

天
然
物
の
水
揚
高
だ
け
に
頼
ら
な
い
組

合
経
営
を
掲
げ
て
お
り
、
水
揚
高
に
あ
っ
た

事
業
体
制
と
固
定
資
産
保
有
を
見
直
す
な

ど
事
業
管
理
コ
ス
ト
の
圧
縮
と
不
採
算
事

業
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

主
な
事
業
活
動
と
成
果
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
第
61
回
通
常
総
代
会
は
６
月
23
日
㈫

午
前
９
時
30
分
よ
り
本
所
講
堂
に
お
い

て
総
代
88
名（
内
17
名
が
委
任
状
出
席
）

の
出
席
と
多
数
の
ご
来
賓
の
萱
方
、
ま

た
各
関
係
機
関
代
表
者
の
ご
臨
席
の
も

と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
本
間
昭
志
組
合
長
が
挨
拶
を

行
い
、
続
い
て
ご
来
賓
の
吉
村
美
栄
子

山
形
県
知
事
（
荒
木
泰
子
山
形
県
庄
内

総
合
支
庁
長
代
読
）、
矢
口
明
子
酒
田

市
長
、
松
永
裕
美
遊
佐
町
長
（
髙
橋
務

副
町
長
代
読
）、
古
川
智
久
農
林
中
央

金
庫
山
形
支
店
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝

辞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
吹
浦
地
区
の
土
門
拓
也
氏
が

議
長
に
選
出
さ
れ
第
１
号
議
令
和
７
年

度
事
業
報
告
及
び
損
失
処
理
案
の
承
認

に
関
す
る
件
、
第
２
号
議
案 

令
和
８

年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
関
す
る
件
か

ら
第
９
号
議
案
役
員
改
選
に
つ
い
て
ま

で
９
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第61回 通常総代会 開催

① 

信
用
事
業

　　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
今
後
の
漁
協
経

営
に
つ
い
て
総
合
的
に
議
論
を
重
ね
、
検
討
し

た
結
果
「
貯
金
業
務
廃
止
」
を
臨
時
総
代
会
に

て
決
議
し
ま
し
た
。
貯
金
業
務
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
３
月
か
ら
本
格
的
な
貯
金
払
戻
を
進

め
、
年
度
末
残
高
は
24
億
８
百
万
円
、
平
均
残

高
で
は
40
億
71
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

貸
出
業
務
に
つ
い
て
は
、
計
画
目
標
を
４
億

70
百
万
円
と
し
伸
長
融
資
に
努
め
ま
し
た
が
、

最
終
的
な
年
度
末
残
高
は
４
億
48
百
万
円
と
な

り
、
計
画
対
比
95
・
３
%
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
じ
て
、
信
用
事
業
総
利
益
は
11
百
万
円
と

な
り
、
前
年
度
比
４
百
万
円
の
減
少
、
計
画
比

５
百
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

② 
共
済
事
業

　　

長
期
共
済
で
は
、
基
幹
種
目
で
あ
る
普
通
厚

生
共
済
「
チ
ョ
コ
ー
」
は
推
進
保
障
共
済
金
額

12
億
円
の
計
画
に
対
し
、
実
績
は
９
億
３
千
４５０

万
円
と
な
り
、
達
成
率
は
77
・
９
％
と
な
り
ま

し
た
。
生
活
総
合
共
済
「
く
ら
し
」
は
、
補
償

みんなといっしょに  浜の未来へ
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に
県
外
小
型
い
か
釣
船
の
入
港
減
少
が
大
き
く

響
い
た
こ
と
で
前
年
度
同
水
準
の
６４６‌

KL
、
計
画

比
92
・
３
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

灯
油
に
つ
い
て
は
企
業
向
け
の
供
給
は
44‌

KL

減
少
し
、
個
人
向
け
に
つ
い
て
も
前
年
度
よ
り

67‌

KL
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
オ
ー
ル
電

化
住
宅
の
普
及
や
、
地
域
世
帯
数
の
減
少
等
が

影
響
し
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
前
年
度
か
ら

１１１‌

KL
減
の
９５２‌

KL
、
前
年
比
85
・
２
%
、
計
画
比

86
・
８
%
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
潤
滑
油
に
つ
い
て
は
前
年
度
同
水
準

の
27‌

KL
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

石
油
類
全
体
で
の
供
給
数
量
は
６
，
０
４
７
KL

で
前
年
比
１１５
・
９
％
、
計
画
比
１２０
・
４
%
と
な

り
ま
し
た
。

　

魚
箱
類
に
つ
い
て
主
要
漁
業
に
お
け
る
不
漁

に
よ
り
最
低
数
量
だ
っ
た
前
年
度
よ
り
更
に
６

万
５
千
ケ
ー
ス
の
減
少
と
な
り
、
供
給
数
量
42

万
ケ
ー
ス
で
前
年
度
比
86
・
４
％
、
計
画
比

87
・
１
%
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
資
材

類
に
つ
き
ま
し
て
は
前
年
度
比
87
・
７
％
、
計

画
比
92
・
８
%
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
購
買
事
業
総
利
益
は
１
億
74
百

万
円
と
な
り
前
年
比
１２８
・
９
%
、計
画
比
１０７
・
２
％

の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

④
販
売
事
業

　　

受
託
販
売
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年

度
の
水
揚
数
量
は
２
，
４
４
９
ト
ン
と
過
去
最

低
と
な
り
ま
し
た
。
底
曳
網
漁
業
は
タ
ラ
時
期

の
不
漁
や
時
化
の
増
加
に
よ
り
約
28
百
万
円
の

減
、
小
型
い
か
釣
り
漁
業
に
つ
い
て
は
日
本
海

で
漁
場
形
成
さ
れ
ず
79
百
万
円
の
減
、
中
型
い

か
釣
り
漁
業
に
つ
い
て
は
八
戸
沖
で
長
期
間
漁

場
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
１
億
49
百
万
円
の

増
。
定
置
網
や
刺
網
で
は
サ
ケ
の
不
漁
、
採
介

藻
漁
業
は
サ
ザ
エ
と
モ
ズ
ク
の
漁
獲
量
減
少
と

な
り
水
揚
金
額
は
前
年
対
比
27
百
万
円
減
の
17

億
89
百
万
円
と
数
量
同
様
過
去
最
低
と
な
り
ま

し
た
。

　

買
取
販
売
で
は
、
繰
越
在
庫
金
額
１
億
円
以

下
を
念
頭
に
販
売
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た

が
、
八
戸
沖
で
の
豊
漁
に
よ
り
漁
期
中
盤
か
ら

荷
動
き
が
鈍
化
し
、
最
終
的
に
３
月
末
で
１
４
，

２
２
４
ケ
ー
ス
（
１
億
20
百
万
円
）
の
在
庫
と

な
り
ま
し
た
。
鮮
魚
買
取
に
つ
い
て
は
71
百
万

円
の
取
扱
金
額
と
な
り
昨
年
よ
り
２
百
万
円
程

増
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
令
和
７
年
度
の
販
売
事
業

総
利
益
は
１
億
９
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対

比
１
百
万
円
の
減
、
計
画
に
対
し
て
は
15
百
万

円
の
減
、
達
成
率
は
87
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

⑤ 

製
氷
冷
凍
冷
蔵
事
業

　　

小
型
い
か
釣
漁
業
へ
の
供
給
に
つ
い
て
は
、

夏
季
、
冬
季
と
も
に
県
外
船
へ
の
供
給
が
前
年

に
比
べ
大
幅
に
減
少
し
、
前
年
対
比
21
・
０
％

の
供
給
数
量
と
な
り
、
底
曳
船
を
主
と
す
る
地

元
沿
岸
漁
業
へ
の
供
給
は
漁
場
環
境
の
悪
化
な

ど
に
よ
り
前
年
対
比
92
・
０
％
と
推
移
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
数
量
で
前
年
対
比
80
・
０
％
の

２
万
２
千
本
、
供
給
高
で
は
前
年
対
比
89
・
１

%
の
49
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

製
氷
事
業
経
費
に
つ
い
て
は
、
電
気
料
金
の

契
約
変
更
な
ど
経
費
の
節
減
に
努
め
前
年
対
比

75
・
０
％
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
製
氷
冷
凍
事
業
総
利
益
は
13
百

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
１８１
・
２
％
の
実

績
率
、
計
画
に
対
し
65
・
１
％
の
達
成
率
と
な

り
ま
し
た
。

⑥ 

加
工
事
業

　　

学
校
給
食
事
業
で
の
販
路
拡
大
に
よ
り
前
年

度
対
比
１０６
・
８
％
の
47
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
加
工
製
造
向
け
原
料
販
売
に
お
い
て
は

各
社
の
販
売
が
不
調
と
な
っ
た
こ
と
や
、
餌
料

販
売
が
落
ち
込
み
前
年
度
対
比
86
・
３
％
の
52

百
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

産
直
事
業
「
庄
内
海
丸
」
は
桜
田
店
を
８
月

17
日
に
閉
店
し
、
城
西
店
一
本
化
を
図
り
コ
ス

ト
削
減
に
努
め
た
結
果
、
販
売
高
は
前
年
度
対

比
87
・
３
％
の
58
百
万
円
と
売
上
を
落
と
し
ま

し
た
が
、
城
西
店
単
体
で
は
昨
年
度
よ
り
６
百

万
円
の
売
上
増
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
加
工
事
業
全
体
の
収
益
は

前
年
度
対
比
92
・
５
％
の
62
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

加
工
事
業
直
接
費
は
資
材
等
の
値
上
が
り
や

固
定
費
が
嵩
む
中
、
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
前
年

度
対
比
93
・
１
％
の
１５４
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
加
工
事
業
総
利
益
は
９
百
万
円

の
実
績
と
な
り
前
年
度
対
比
１
百
万
円
の
減
、

計
画
対
比
同
水
準
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
を
有
す

る
外
国
人
を
２
名
受
け
入
れ
、
稼
働
率
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
鶴
岡
市
学
校
給
食
庄
内
浜

産
魚
介
類
利
用
促
進
事
業
に
お
い
て
、
地
場
産

魚
食
普
及
や
原
料
高
騰
の
中
で
も
安
定
し
た
供

給
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
販
路
拡
大
に

力
を
入
れ
、
東
根
市
学
校
給
食
へ
の
供
給
を
行

う
な
ど
新
規
の
顧
客
獲
得
に
努
め
ま
し
た
。

　

⑦ 

指
導
事
業

　　

繁
殖
保
護
に
つ
い
て
は
県
・
沿
岸
市
町
の
協

力
を
得
て
、
各
種
種
苗
の
放
流
を
実
施
し
、
資

源
の
増
殖
及
び
繁
殖
保
護
に
努
め
ま
し
た 

（
放

流
尾
数　

ア
ワ
ビ
１
６
７
，
６
０
０
個
、
ヒ
ラ

メ
１
２
２
，
０
０
０
尾
、
ト
ラ
フ
グ
３
４
，
０

０
０
尾
） 

。
ヒ
ラ
メ
、
ト
ラ
フ
グ
及
び
ア
ワ
ビ

放
流
事
業
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
資
源
状
況
が
悪
化
す
る

現
状
を
鑑
み
、
回
帰
率
や
回
収
率
の
向
上
の
た

め
の
放
流
適
期
・
放
流
手
法
の
検
討
を
、
引
き

続
き
県
水
産
研
究
所
、
市
町
と
連
携
し
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。
特
に
ア
ワ
ビ
に
つ
い
て
は
、
稚

貝
の
放
流
適
期
と
適
正
な
放
流
場
所
の
確
保
に

努
め
る
よ
う
浅
海
漁
業
連
合
会
を
通
じ
て
放
流

技
術
の
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
放

流
効
果
の
低
下
や
他
魚
種
へ
の
転
換
も
検
討
し

ま
し
た
。

　

営
漁
指
導
で
は
、
水
産
業
振
興
に
関
す
る
要

望
事
項
を
取
り
ま
と
め
、
県
知
事
な
ら
び
に
二

市
一
町
首
長
に
対
し
要
望
し
ま
し
た
。ま
た
、「
浜

の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ
ン
」「
浜
の
活
力
再
生
プ

ラ
ン
」
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
一

般
社
団
法
人
山
形
県
漁
業
リ
ー
ス
協
会
を
運
営

し
、
リ
ー
ス
事
業
に
お
い
て
漁
協
事
業
を
有
効

に
利
用
す
る
事
業
運
営
方
法
に
よ
り
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、「
が
ん
ば
る
水
産
業
支
援
事

業
」
を
活
用
し
、
新
た
に
漁
業
に
就
業
す
る
漁

業
者
の
中
古
漁
船
の
取
得
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
既
存
の
漁
業
者
に
つ
い
て
も
水
産
業
の
成

長
産
業
化
に
資
す
る
漁
労
資
機
材
の
取
得
を
支

援
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
影
響

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
漁
業
者
支
援
事
業
に
お

い
て
は
、
省
燃
油
活
動
等
支
援
事
業
及
び
省
資

源
・
利
用
効
率
化
等
支
援
事
業
を
活
用
し
コ
ス

ト
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
に
よ
る
風
評
被
害
に
よ
っ

て
生
じ
た
水
産
物
の
価
格
下
落
、
事
業
売
上
減

少
等
に
よ
る
減
収
に
か
か
る
損
害
に
つ
い
て
賠

償
請
求
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ワ
ガ
キ
、
イ
ガ
イ

に
つ
い
て
は
県
の
検
査
要
領
に
基
づ
く
検
査
を

受
け
、
県
産
貝
類
の
安
全
性
の
確
保
と
そ
の
ア

ピ
ー
ル
に
努
め
ま
し
た
。

　

外
国
人
漁
業
実
習
制
度
に
つ
い
て
は
当
組
合

が
監
理
団
体
と
な
り
、
実
習
生
の
受
入
れ
に
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
中
型
い
か
釣
り
、

小
型
い
か
釣
り
、
定
置
網
、
底
曳
網
に
お
い
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
修
生
18
名
を
受
け
入
れ
て
お

り
ま
す
。

　

新
規
漁
業
者
関
係
事
業
に
つ
い
て
今
年
度
３

名
が
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
３
名
は
研
修
を

継
続
し
て
お
り
、
今
後
、
独
立
や
雇
用
に
よ
る

漁
業
従
事
継
続
を
行
う
予
定
で
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
事
業
で
は
、
酒
田
沖
に
つ
い

て
国
に
よ
る
適
地
確
認
の
た
め
の
調
査
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
県
に
対
し
て
決
し
て
前

の
め
り
に
な
ら
ず
、
誤
解
の
な
い
丁
寧
な
説
明

を
求
め
て
お
り
ま
す
。併
せ
て
当
該
海
域
を
代
々

利
用
し
て
い
る
地
元
漁
業
者
が
、
洋
上
風
力
発

電
に
対
し
て
正
確
に
理
解
す
る
と
と
も
に
、
将

来
を
見
据
え
た
判
断
が
で
き
る
よ
う
情
報
の
提

供
に
努
め
ま
し
た
。

「組合員のため」が「組合のため」に
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こ
の
た
び
、
当
組
合
の
代
表
理
事
組
合
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
鈴
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
案
内
の

と
お
り
、
昨
今
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
苦
難
の
時
に
、
私
の
よ
う
な
浅
学
菲
才
な
者
が

組
合
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
更
に
は
、
現
在

ま
で
、
数
々
の
輝
か
し
い
業
績
を
残
さ
れ
た
本
間

昭
志
組
合
長
の
後
任
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
を
汚
さ
ぬ
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
職
務

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
般
、
非
常
勤
で
の
就
任
と
云
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
執
務
に
励
む
と

共
に
、
専
務
理
事
や
役
職
員
と
の
意
思
の
疎
通
を

密
に
は
か
り
、
組
合
運
営
に
支
障
を
来
た
す
こ
と

の
無
い
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
総
代
会
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た

令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
や
第
８
次
中
期
経
営
計

画
に
基
づ
き
、
そ
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
基
幹

事
業
で
あ
る
販
売
事
業
を
軸
に
計
画
目
標
達
成
に

向
け
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
体
制
を
軸
に
組

合
員
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
漁
協
づ
く
り
を
目

指
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
に
あ
た

っ
て
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

組
合
長
就
任
の
挨
拶

新
役
員

代
表
理
事
組
合
長
鈴　

木　

重　

作　
新
任

専

務

理

事
西　

村　
　
　

盛　
再
任

理

事
伊　

原　

光　

臣　
再
任

理

事
鈴　

木　

徳　

正　
再
任

理

事
田　

代　

善　

幸　
再
任

理

事
齋　

藤　
　
　

守　
新
任

理

事
榎　

本　

敏　

明　
再
任

理

事
佐　

藤　
　
　

誠　
新
任

代

表

監

事
阿　

部　

秀　

春　
再
任

監

事
佐　

藤　
　
　

稔　
新
任

退
任
役
員

本　

間　

昭　

志　

前
代
表
理
事
組
合
長

佐　

藤　
　
　

昭　

前
理
事

飯　

塚　

厚　

司　

前
理
事

池　

田　
　
　

薫　

前
監
事

本　

間　

元　

幸　

前
監
事　
　

代
表
理
事
組
合
長
　
鈴
　
木
　
重
　
作

広がる  深まる  共済の輪
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山形県漁協水揚優秀船表彰
漁　業　種　類 船　　名 船主名 所属支所等

船凍県外中型船　50t以上 第86若潮丸 石垣漁業㈱ 根室漁協

底曳網ほか

15～20t 第28廣徳丸 池田亀五郎 さかた総合市場

10～15t
未満

萬 龍 丸 飛塚　美和 念珠関総括支所
第５平安丸 五十嵐安哉 念珠関総括支所
大 洋 丸 佐藤　洋生 念珠関総括支所

5～10t未満 第２漁吉丸 阿部　清浩 さかた総合市場
5t未満 福 傳 丸 阿部　昌樹 さかた総合市場

は え 縄
一 本 釣
刺    網

1～3t
未満

海 成 丸 本間　金弥 念珠関総括支所

龍 鵬 丸 剱持　　浩 念珠関総括支所

定 置 網 嶺 神 丸 ㈲ 仁 三 郎 豊浦支所
採介藻ほか 1t未満 幸 進 丸 榊原　英樹 由良総括支所

鶴岡市水揚優秀船表彰
漁　業　種　類 船　　名 船主名 所属支所等

底 曳 網
10t以上

萬 龍 丸 飛塚　美和 念珠関総括支所
第五平安丸 五十嵐安哉 念珠関総括支所
大 洋 丸 佐藤　洋生 念珠関総括支所

5 ～ 1 0 t 第二千祥丸 佐藤　栄一 由良総括支所
清 徳 丸 佐藤　清樹 念珠関総括支所

沿 岸

3 t 以 上 第八海運丸 佐藤　良太 念珠関総括支所
第八十三剛雄丸 鈴木　剛太 温海出張所

3 t 未 満
海 成 丸 本間　金弥 念珠関総括支所
龍 鵬 丸 剱持　　浩 念珠関総括支所
千 修 丸 本間　和憲 温海出張所

定 置 網 嶺 神 丸 ㈲ 仁 三 郎 豊 浦 支 所

磯 見 1 t 未 満 幸 進 丸 榊原　英樹 由良総括支所
白 山 丸 榊原　昭夫 由良総括支所

水揚優秀船漁撈長表彰
表彰基準 表彰者名 船　　名
県外船 本間　　健 第86若潮丸

酒田市水揚優秀船表彰
区分 漁 業 種 類 船　　名 船主名 所属支所等
県外 いか釣 50t以上 第86若潮丸 石垣漁業㈱ 根 室 漁 協

県　
　

内

底曳網 5t以上 第２漁吉丸 阿部　清浩 さかた総合市場
5t未満 福 傳 丸 阿部　昌樹 さかた総合市場

地 先
漁 業

3～5t 齋 福 丸 齋藤　公人 さかた総合市場
金 毘 羅 丸 讃 岐  利 行 飛 島 支 所

３t未満 第２八栄丸 小林　信義 さかた総合市場
豊 幸 丸 佐 藤  秀 樹 飛 島 支 所

磯 見 第18寿和丸 渡部　和夫 飛 島 支 所

令和７年度令和７年度

水揚表彰水揚表彰

　組合では、組合員の皆さんが安心して漁業を営
み、将来にわたり安定した漁家経営を続けられる
よう、経営支援や各種研修、情報提供など、さま
ざまな事業を実施しています。これらの事業は、
組合員の皆さんからお預かりする賦課金によって
支えられています。
　令和８年度の経営改善賦課金および指導事業賦
課金につきましては、理事会の承認を受け、下記
のとおり徴収いたします。
〇経営改善賦課金について
　経営改善賦課金は、組合の財務基盤を健全化し、
将来にわたり安定した組合運営を行うためのもの
です。令和７年度総代会において、組合の繰越損
失金が解消されるまで徴収することが承認されて
います。組合の健全な運営は、組合員の皆さんへ
の継続的な支援やサービスの充実につながります
ので、ご理解とご協力をお願いいたします。
〇指導事業賦課金について
　指導事業賦課金は、経営相談や経営改善支援、
研修会・講習会の開催、情報提供など、組合員の
皆さんを支える各種事業に活用される大切な財源
です。令和７年度総代会において増額が承認され
ており、今後もより充実した事業を実施し、組合
員の皆さんへ還元してまいります。

　皆さんからお預かりした賦課金は、組合運営だ
けでなく、組合員一人ひとりの経営力向上や地域
産業の発展につながる事業に活用されます。引き
続き、組合活動へのご理解とご協力をお願いいた
します。

納入について
徴収対象　令和８年４月１日現在の組合員
納入期限　令和８年９月30日㈬

賦課金額について
組合員区分 賦課金額

経営改善
賦課金 一律 5,000円

指導事業
賦課金

一般准組合員 5,000円
一般正組合員 5,000円
船外機（1トン以上） 7,000円
5トン未満（船外機除く） 10,000円
5トン以上20トン未満 15,000円
20トン以上 30,000円

※トン数は漁船の総トン数による区分です（船外機漁船を除く）。

令和８年度 経営改善賦課金・指導事業賦課金の納入について

がんばろう漁業  浜の応援団
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水産関係団体 令和７年度 事業の概要
日本漁船保険組合 日本漁船保険組合 山形県支所山形県支所

念珠関総括支所鈴仲村豊丸 佐　藤　　　優
加茂出張所 妙 見 丸 佐　藤　義　明

さかた総合市場 第二十八宝運丸 進　藤　優　一
吹浦支所 第八鉄宝丸 石　原　洋　一

　日本漁船保険組合は６月16日に開催された令和８年度通常総代会において、三宅哲夫会長が任期途中の６
月30日をもって退任することを表明し、新会長には中林博樹副会長が選任されました。三宅氏は顧問に就任し、
新常勤役員として吹上圭一専務が副会長に昇任、後任の専務に田中信夫常務が昇任、新理事の中村公成氏（大
分県支所長）が新常務として加わりました。
　また、令和８年７月１日付けで山形県支所の運営委員の変更がありましたので、新体制と令和７年度の事
業概要を下表のとおりご報告いたします。

令和７年度 無事故漁船所有者等表彰
日本漁船保険組合会長表彰

表２　漁船船主責任保険等加入実績と保険金支払状況

種　　　類
本年度契約金額 支払保険金

種　　　　類
本年度契約金額 支払保険金

隻数 金額（千円） 件数 金額（円） 隻数 金額（千円） 件数 金額（円）

漁船船主
責任保険

基本損害 418 325,300,000 3 7,812,321 漁 船 乗 組 船 主 保 険 306 265,000 0 0 
乗客損害 94 39,600,000 1 504,786 漁 船 積 荷 保 険 0 0 0 0 
人命損害 72 192,000 0 0 プレジャーボート責任保険 222 28,420,000 6 422,788 

表１　漁船保険地区別加入実績及び支払実績
支 所 名 在籍漁船 加入漁船 保 険 金 額 純 保 険 料 事故件数 支払保険金 損害率 事故率
念 珠 関 121 隻 103 隻 808,900 千円 12,374,542 円 16 件 15,523,877 円 125.5 ％ 15.5 ％

温 海 35 32 149,870 2,250,763 7 907,430 40.3 21.9 
豊 浦 56 50 434,790 6,078,997 10 1,686,511 27.7 20.0 
由 良 61 51 390,450 7,648,571 7 2,432,338 31.8 13.7 
加 茂 41 28 141,260 2,989,178 2 600,023 20.1 7.1 
さ か た 総 合 78 73 839,650 16,439,255 17 10,872,982 66.1 23.3 
吹 浦 38 36 154,390 3,101,404 3 615,970 19.9 8.3 
飛 島 64 49 186,960 3,705,766 5 1,678,634 45.3 10.2 
そ の 他 6 4 1,908,000 5,509,600 0 0 0.0 0.0 
合 計 500 426 5,014,270 60,098,076 67 34,317,765 57.10% 15.73%
前 年 同 期 526 440 5,053,590 58,851,754 70 39,488,646 85.34% 16.96%
前年同期比（％） 95.1% 96.8% 99.2% 102.1% 95.7% 86.9% 66.9% 92.7%
＊在籍漁船には山形県漁業協同組合所有船「第18漁連丸」を含む。
＊在籍漁船隻数は、令和8年3月31日現在。加入漁船数は、令和7年4月1日～令和8年3月31日までの累計。

総代・運営委員長 伊原　光臣
運 営 委 員 佐藤　　誠【新任】
運 営 委 員 榎本　敏明
運 営 委 員 鈴木　重作【新任】

運 営 委 員 佐藤　　稔【新任】
運 営 委 員 齋藤　　守【新任】
運 営 委 員 田代　善幸
運 営 委 員 鈴木　徳正

運 営 委 員 西村　　盛【新任】
運 営 委 員 齋藤　辰幸

〇山形県支所　総代・運営委員新体制

みんなといっしょに  浜の未来へ
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全国合同漁業共済組合 山形県事務所全国合同漁業共済組合 山形県事務所

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

山
形
県
漁
業
共
済
事
業

�

運
営
委
員

　

本
県
の
令
和
七
年
度
の
水
揚
高
は
18
億

64
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対
比
で
19
百

万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因

と
し
て
は
沿
岸
漁
業
が
総
じ
て
水
揚
不
振

と
な
り
、特
に
底
曳
網
漁
業
、定
置
網
漁
業

及
び
い
か
釣
り
漁
業
は
水
揚
げ
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
常
的
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
漁
業
者
の
高
齢
化
、
魚
価
安
と

燃
油
価
格
の
高
止
ま
り
状
況
、
海
洋
環
境

の
変
化
・
担
い
手
不
足
等
も
相
ま
っ
て
漁

業
経
営
を
一
段
と
厳
し
く
し
て
お
り
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
漁
業
環
境
に
あ
っ
て
、
本

年
は
「
ぎ
ょ
さ
い
と
積
立
ぷ
ら
す
」
の
よ

り
一
層
の
定
着
を
期
し
て
普
及
推
進
全
国

運
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、併
せ
て「
資

源
管
理
･
収
入
安
定
対
策
事
業
」
を
説
明

し
な
が
ら
未
加
入
船
を
中
心
に
推
進
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
吹
浦
地
区
の
小
型
合
併
漁

業
で
２
件
の
契
約
割
合
引
上
が
あ
り
ま
し

た
。
前
年
度
同
期
比
で
の
漁
獲
共
済
の
加

入
件
数
は
152
件
と
6
件
減
少
と
な
り
、
共

済
金
額
に
お
い
て
は
前
年
を
大
き
く
下
回

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
る
漁
業
環
境
、
経
営
環
境

の
悪
化
が
「
ぎ
ょ
さ
い
と
積
立
ぷ
ら
す
」

に
そ
の
役
割
と
期
待
を
更
に
大
き
く
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
漁
業
者
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ぎ
ょ
さ
い
加
入
で

�

安
心
経
営

つなぐちゃん

　

山
形
県
漁
業
協
同
組
合
理
事
会
の
推
薦
に

よ
り
、
次
の
通
り
新
し
く
就
任
・
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

〈 

運
営
委
員 

任
期 

〉

令
和
10
年
６
月
の
通
常
総
代
会
終
了
時
ま
で

運
営
委
員
長　

鈴　

木　

徳　

正

�

（
任
期
中
・
就　

任
）

運
営
委
員　
　

西　

村　
　
　

盛（
任
期
中
）

運
営
委
員　
　

伊　

原　

光　

臣（
任
期
中
）

運
営
委
員　
　

田　

代　

善　

幸（
任
期
中
）

運
営
委
員　
　

榎　

本　

敏　

明（
任
期
中
）

運
営
委
員　
　

齋　

藤　
　
　

守（
新　

任
）

運
営
委
員　
　

鈴　

木　

重　

作（
新　

任
）

運
営
委
員　
　

佐　

藤　
　
　

誠（
新　

任
）

〈 

辞
任 

〉

運
営
委
員
長　

本　

間　

昭　

志

運
営
委
員　
　

佐　

藤　
　
　

昭

運
営
委
員　
　

飯　

塚　

厚　

司

事務所別引受実績� （単位：百万円）

事務所 本 年 前　　　年
共済金額 共済金額 増 減

秋田県 779 812 △ 33
※ 山形県 1,374 1,378 △ 4

福島県 4,669 4,541 128
茨城県 18,933 19,318 △ 385

東京都・本所 5,226 5,568 △ 342
神奈川県 4,305 4,209 96
静岡県 12,733 13,359 △ 626
新潟県 5,321 5,521 △ 200
石川県 11,745 11,397 348
福井県 6,506 6,223 283
愛知県 8,237 7,242 995
京都府 4,050 3,820 230

大阪・和歌山 9,150 9,168 △ 18
岡山県 2,379 2,240 139
鳥取県 11,261 11,110 151
島根県 12,915 12,382 533
山口県 6,943 6,557 386
高知県 25,663 28,075 △ 2,412
大分県 13,983 16,390 △ 2,407
沖縄県 8,317 7,796 521
合　計 174,489 177,106 △ 2,617

事務所別支払実績� （単位：百万円）

事務所 本 年 前　　　年
共済金 共済金 増 減

秋田県 74 43 31
※ 山形県 66 41 25

福島県 31 4 27
茨城県 906 124 782

東京都・本所 50 33 17
神奈川県 54 70 △ 16
静岡県 107 386 △ 279
新潟県 161 177 △ 16
新潟県 264 653 △ 389
福井県 58 41 17
愛知県 166 43 123
京都府 127 24 103

大阪・和歌山 58 51 7
岡山県 74 43 31
鳥取県 111 164 △ 53
島根県 241 206 35
山口県 301 140 161
高知県 79 128 △ 49
大分県 13 28 △ 15
沖縄県 206 349 △ 143
合　計 3,147 2,748 399

積立ぷらす� （単位：百万円）

事務所 漁業者
積立額

払　戻
補填金

秋田県 43 89
※ 山形県 53 141

福島県 166 604
茨城県 560 1,490

東京都・本所 376 444
神奈川県 299 731
静岡県 1,016 1,719
新潟県 445 1,021
新潟県 595 753
福井県 308 554
愛知県 265 331
京都府 192 142

大阪・和歌山 377 301
岡山県 115 48
鳥取県 480 124
島根県 551 676
山口県 352 910
高知県 969 546
大分県 413 104
沖縄県 215 343
合　計 7,790 11,071

（令和７年度　21都府県事務所別 実績一覧表）

「組合員のため」が「組合のため」に
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ＪＦ共水連東北事業本部　山形支店ＪＦ共水連東北事業本部　山形支店
☆JF共済　2025年度加入状況� （単位：件、万円）

共　済　種　類 実　　績 保　　有
件数 共済金額 件数 共済金額

長
期
共
済

チョコー 新　規 94 93,750 762 448,740
純新規 41,220 ― ―

く ら し 34 38,290 260 318,950

年　金 新　規 3 9 255 1,862増　額 6 10
短
期

ノリコー 181 73,850 ― ―
カ サ イ 287 468,539 ― ―

☆2025年度共済金支払状況
普通厚生共済（チョコー）

満 期 46 件 6,490 万円
死 亡 1 97
入 院・ 通 院 他 107 1,028

計 154 7,615

乗組員厚生共済（ノリコー）
死亡 0 件 0 万円

入院他 5 164
計 5 164

火災共済（カサイ）
5 件 826 万円

団体信用厚生共済（ダンシン）
0 件 0 万円

生活総合共済（くらし）
満期 13 件 1,980 万円
事故 5 112
計 18 2,092

漁業者老齢福祉共済（ねんきん）
年金 147 件 2,376 万円
死亡 1 3
計 148 2,379

　
Ｊ
Ｆ
共
済
は
２
０
２
５
年
度
「
浜

の
笑
顔
を
共
済
と
と
も
に
～　
Ｊ
Ｆ

共
済
３
か
年
計
画
（
２
０
２
３
年
度

～
２
０
２
５
年
度
）」
の
最
終
年
度

と
し
て
、
浜
の
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

運
動
を
主
体
と
し
た
「
組
合
員
・
地

域
住
民
の
暮
ら
し
の
保
障
に
万
全
を

期
す
」
取
り
組
み
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

本
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部
は
、
Ｊ

Ｆ
共
済
の
普
及
拡
大
に
向
け
た
推
進

活
動
を
は
じ
め
、
共
済
担
当
職
員
を

対
象
に
各
種
会
議
・
研
修
会
の
充
実

を
図
る
な
ど
、
組
合
員
や
地
域
住
民

が
安
心
し
て
共
済
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
事
業
体
制
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｊ
Ｆ
共
済
の
基
幹
種

目
で
あ
る
生
命
共
済
「
チ
ョ
コ
ー
」

は
数
量
目
標
に
対
し
て
達
成
率
が
78

％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
建
物
共

済「
く
ら
し
」は
数
量
目
標
に
対
し
て

達
成
率
が
85
％
と
な
り
、チ
ョ
コ
ー
・

く
ら
し
両
種
目
と
も
目
標
達
成
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
定
の
成

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
は
一
時
払
介
護
共
済

「
あ
し
す
と
」
の
制
度
改
正
が
行
わ

れ
、
新
規
契
約
を
は
じ
め
既
存
契
約

の
見
直
し
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
介
護
共
済
の
実
績
が
チ
ョ
コ
ー

全
体
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
度
は
Ｊ
Ｆ
共
済
創
設

75
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。『「
あ
り
が
と
う 

浜
と
歩
ん
だ

75
年
」
こ
れ
か
ら
も
広
が
る
共
済
の

輪
』
と
い
う
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
全
戸
訪
問
活
動
を
基
軸
と
し
た

「
浜
の
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
運
動
」

を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

今
年
８
月
か
ら
の
チ
ョ
コ
ー
制
度
改

正
に
向
け
て
全
て
の
組
合
員
・
地
域

住
民
が
安
心
で
き
る
保
障
環
境
の
整

備
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｆ
共
済
の
輪
の
拡

大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

厳
し
い
漁
業
環
境
の
な
か
、
共
済

加
入
等
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
対

し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
漁
業

と
漁
業
者
の
生
活
を
永
続
的
な
も
の

に
す
る
た
め
、
今
年
度
も
積
極
的
な

運
動
展
開
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
会
情
報

令
和
８
年
度 

第
２
回 

理
事
会
議
案

開
催
日
：
令
和
８
年
５
月
26
日
㈫　

場　

所
：
第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１　

�

令
和
７
年
度 

期
末
監
事
監
査
の
報
告
に
つ
い
て

２　

�

第
61
事
業
年
度
通
常
総
代
会
の
提
出
議
案
に
つ

い
て

３　

�

令
和
７
年
度 

貸
借
対
照
表
･
損
益
計
算
書
及
び

注
記
表
並
び
に
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

４　

�

令
和
８
年
度 

事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

５　

�

第
８
次
中
期
経
営
改
善
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

６　

�

令
和
８
年
度
臨
時
総
会
の
提
出
議
案
に
つ
い
て

７　

�

部
会
の
開
催
に
つ
い
て

８　

�

令
和
８
年
度
資
金
運
用
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

９　

�

令
和
８
年
４
月
末
現
在
に
お
け
る
収
支
状
況
に

つ
い
て

10　

�

理
事
の
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
貸
付
金
の

審
議
に
つ
い
て

11　

�

貸
付
金
の
審
議
に
つ
い
て

12　

�

令
和
８
年
度 

生
産
資
材
等
高
等
緊
急
対
策
資
金

に
つ
い
て

13　

�

令
和
８
年
度 

栽
培
漁
業
地
域
展
開
促
進
事
業
実

施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１　

�

会
計
検
査
院
に
お
け
る
会
計
実
地
検
査
の
受
検

結
果
に
つ
い
て

２　

�

令
和
７
年
度 

固
定
資
産
減
損
損
失
の
兆
候
に
つ

い
て

３　

�

令
和
７
年
度 

自
己
資
本
比
率
の
状
況
に
つ
い
て

４　

�

令
和
７
年
度 

税
効
果
会
計
の
適
用
に
つ
い
て

５　

�

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

６　

�

貸
付
金
利
率
の
改
定
に
つ
い
て

７　

�

役
員
候
補
者
推
薦
会
議
の
結
果
に
つ
い
て

８　

�

令
和
７
年
度
第
４
四
半
期
の
「
庄
内
海
丸
」
の
収

支
に
つ
い
て

９　

�

優
秀
従
業
員
表
彰
に
つ
い
て

10　

�

そ
の
他

�

令
和
８
年
度 

第
３
回 

理
事
会
議
案

開
催
日
：
令
和
８
年
６
月
23
日
㈫　

第
61
回
通
常
総
会　

場　

所
：
第
一
会
議
室　

【
協
議
事
項
】

１　

�

組
合
長
及
び
専
務
の
選
任
に
つ
い
て

　

本
年
六
月
末
日

を
以
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
運
営
委
員

に
つ
い
て
、
令
和
八

年
六
月
二
十
三
日
の

山
形
県
漁
業
協
同
組

合
の
理
事
会
に
お
い

て
、
次
の
方
々
が
選

任
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

な
お
、
運
営
委
員

の
任
期
は
令
和
九
年

六
月
末
ま
で
と
な
り

ま
す
。

推
進
本
部
会
長

 

鈴
木　

重
作（
新
任
）

運
営
委
員

 

西
村　
　

盛

 

伊
原　

光
臣

 

田
代　

善
幸

 

鈴
木　

徳
正

 

榎
本　

敏
明

 

齋
藤　
　

守（
新
任
）

 

佐
藤　
　

誠（
新
任
）

事
務
局
長

 

本
間　
　

護

山
形
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部

�

運
営
委
員
に
つ
い
て

広がる  深まる  共済の輪
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全国漁業信用基金協会 山形支所　全国漁業信用基金協会 山形支所　

表１　債務保証と償還状況� （金額単位：千円）

区　　　　分 前年度末保証残高 保証引受額 償　還　額 代位弁済額 本年度末保証残高
件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額

漁業近代化資金 69 367,261 14 70,770 17 66,053 - - 66 371,978
沿岸漁業改善資金 - - - - - - - - - -
一
般
資
金

金融公庫資金 - - - - - - - - - -
一般緊急融資資金 - - - - - - - - - -
借替緊急融資資金 - - - - - - - - - -
その他一般資金 34 61,457 10 17,570 6 14,304 - - 38 64,723
小 計 34 61,457 10 17,570 6 14,304 - - 38 64,723

計 103 428,718 24 88,340 23 80,357 - - 104 436,701

表２　求償権回収状況� （金額単位：千円）

区　　　　分 前年度末求償権残高 代位弁済額 求償権回収額 求償権償却額 本年度末求償権残高
件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額

漁業近代化資金 9 85,223 - - 1 4,419 1 2,832 7 77,972
沿岸漁業改善資金 - - - - - - - - - -
一
般
資
金

金融公庫資金 - - - - - - - - - -
一般緊急融資資金 19 51,231 - - - 49 3 10,160 16 41,022
借替緊急融資資金 15 286,436 - - - 4,340 1 15,214 14 266,882
その他一般資金 42 446,474 - - - 794 6 61,090 36 384,590
小 計 76 784,141 - - - 5,183 10 86,464 66 692,494

計 85 869,364 - - 1 9,602 11 89,296 73 770,466

1．会員と出資金
　会員数は新規加入１名、脱退１名により本年度末会員
数は52名となりました。また、出資金は新規加入及び口
数の増加により200千円増加する一方、脱退会員に対する
払戻により350千円減少したことから、本年度末出資金は
655,150千円となりました。

2．保証業務
　年間保証計画額100,000千円（漁業近代化資金：80,000千
円、その他一般資金：20,000千円）を目標に保証推進を行
いましたが、年間保証引受額は24件88,340千円となり、そ
の結果、本年度末保証残高は104件436,701千円となりまし
た。前年度末対比では、件数１件、保証残高7,983千円増
加しております。なお、資金種類別の保証状況は下表の
とおりであります。

3．代位弁済と求償権
　代位弁済は発生いたしませんでした。一方、求償権の
回収については、求償債務者等の高齢化等により厳しい
状況にありましたが、回収計画2,286千円に対し9,602千円
の回収実績となりました。また、求償権償却基準に合致
した求償債務者１名11件89,296千円の償却を実施いたしま
した。その結果、本年度末求償権残高は、前年度より12
件98,898千円減少し、73件770,466千円となりました。
　なお、資金種類別の回収状況は下表のとおりであります。

4．運営委員（任期：令和８年７月１日～令和11年６月30日）
　運営委員　加賀山　祐　　運営委員　田子　大樹
　運営委員　澤田　健児　　運営委員　髙橋　修也
　運営委員　荒木　　茂　　運営委員　高橋　友也
　運営委員　伊原　光臣　　運営委員　田代　善幸
　運営委員　齋藤　　守　　運営委員　佐藤　　誠
　運営委員　芝田　秀樹

新人
紹介

　6月より入職いたしました冨樫俊昌と申します。総務部指導課に配属となりました。
　湊町・酒田で海に関わる仕事に携わることができ、大変うれしく思っています。
　これまでは介護施設で総務業務に従事し、また短期間ではありますが、乳牛を飼
育する牧場で勤務した経験もあります。漁業の仕事は初めてですが、毎日新鮮な気
持ちで学びながら業務に取り組んでいます。
　以前から魚釣りや漁業に関するテレビ番組を見ることが好きで、実際にさまざま
な魚に触れられる環境で働けることに喜びを感じています。
　一日も早く仕事を覚え、漁業者の皆さまや職場の皆さまのお役に立てるよう精一
杯努力してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

指導課

冨樫　俊昌

◆新規採用（発令日：令和8年6月1日付） 冨樫　俊昌 指導課
◆退　　職（発令日：令和8年6月30日付）結城　拓哉 〔念珠関総括支所〕

　　　　　（発令日：令和8年7月15日付）丸藤　友奈 〔製氷工場〕
人事発令のお知らせ人事発令のお知らせ

がんばろう漁業  浜の応援団
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漁 業 種 類 別 前 年 度 水 揚 対 比 表
令和８年６月30日現在 （単位：㎏，千円）

水揚数量対比表
300

250

200

150

100

50

0
い
か

底
曳

定
置

延
縄

刺
網

他

前年度数量
本年度数量

単位：トン

200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0

い
か

底
曳

定
置

延
縄

刺
網

他

前年度金額
本年度金額

単位：百万円 水揚金額対比表

6月数量 本年度数量 前年度数量 数量増減 6月金額 本年度金額 前年度金額 金額増減
1 底曳網漁業 124,909 295,183 295,447 ▲264 80,277 179,370 184,727 ▲5,357
2 刺網漁業 2,287 18,603 20,688 ▲2,085 1,610 15,514 17,677 ▲2,163
3 いか一本釣漁業 0 0 554 ▲554 0 0 514 ▲514
4 船凍いか釣漁業 0 0 0 0 0 0 0 0
5 はえなわ漁業 28,119 73,150 68,707 4,443 47,219 128,587 126,682 1,905
6 ごち網漁業 11,236 13,512 9,564 3,948 5,745 6,885 4,576 2,309
7 定置網漁業 34,915 250,547 183,120 67,427 13,781 87,050 86,037 1,013
8 採貝藻漁業 11,253 38,780 34,553 4,227 14,289 40,586 38,628 1,958
9 その他の漁業 84,009 193,479 181,914 11,565 28,425 51,341 45,788 5,553

10 張網漁業 817 4,489 2,058 2,431 581 2,467 1,196 1,271
11 遊漁、直売、県外 0 0 0 0 1,579 3,303 2,043 1,260

合計 297,545 887,743 796,605 91,138 193,506 515,103 507,868 7,235

みんなといっしょに  浜の未来へ
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由
良
総
括
支
所
　
髙
橋　

七
海

◇�

今
年
度
よ
り
本
格
的
に
始
ま
っ
た
貯
金
業
務
廃
止

に
伴
う
口
座
解
約
や
貯
金
払
戻
し
、
公
共
料
金
等

の
引
落
口
座
の
切
り
替
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多

く
の
利
用
者
の
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
職
員
の
一
人
と
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
残
り
わ
ず
か
な
期
間
と
な
り
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
気
を
引
き
締
め
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

窓
口
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◇�

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
が
漁
協
へ
入
職

し
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
一
年
は
私

自
身
に
と
っ
て
も
大
き
な
変
化
の
あ
る
一
年
で
し

た
が
、
漁
獲
量
の
減
少
を
は
じ
め
、
漁
協
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
貯
金
業
務
廃
止
と
い
う
大
き
な
決
断
が

な
さ
れ
、
組
織
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

　

�

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
山
形
で
海
の
近
く
で
暮
ら

し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
水
揚
げ
量
の
減
少
に
つ

い
て
耳
に
す
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
組
織
の
一
員
と
し
て
構
造
改
革
に
携
わ
る

中
で
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
と
現
状
の
厳
し
さ
を

身
近
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

�

今
後
も
海
洋
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
漁
業
を
取
り

巻
く
状
況
は
変
わ
り
続
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
ま
だ
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
一
日
で
も
早
く
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
漁
協

を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
組
合
員
の
皆
様
と
職

員
が
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
様
と
と
も
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
こ
の
変
化
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇�

梅
雨
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
を

迎
え
ま
す
。
私
も
夏
の
暑
さ
の
厳
し
さ
を
日
々
実

感
し
て
い
ま
す
。
漁
業
者
の
皆
さ
ん
も
職
員
の
皆

さ
ん
も
、
屋
外
で
の
作
業
で
は
無
理
を
せ
ず
、
こ

ま
め
な
休
憩
と
水
分
・
塩
分
補
給
を
心
掛
け
、
熱

中
症
対
策
を
万
全
に
し
て
、
こ
の
夏
を
元
気
に
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

◇�

す
い
さ
ん
山
形
は
組
合
員
の
皆
様
と
情
報
、
話
題

を
共
有
し
合
い
、
時
に
は
励
み
に
な
れ
る
よ
う
な

広
報
誌
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
共
有
し

た
い
情
報
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
兼
ね
な
く
ご
提

供
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

今あがっている魚今あがっている魚　　ー 6月のベストテン ー 　　前年対比　増 →減
→ 変らず →

水　揚　金　額（千円）

月間MVP

漁 　 獲 　 量（㎏）

月間MVP

１ ま ぐ ろ 類 47,296 → １ べ に ず わ い 66,590 →

２ す る め い か 42,543 → ２ す る め い か 57,514 →
３ ほっこくあかえび 12,352 → ３ ま ぐ ろ 類 28,181 →

４ た い 11,590 → ４ た い 23,134 →
５ か き 貝 10,375 → ５ あ じ 12,123 →
６ べ に ず わ い 9,323 → ６ ぶり・ い な だ 11,745 →

７ も ず く 7,186 → ７ ほっこくあかえび 7,732 →

８ あ じ 5,508 → ８ か き 貝 7,279 →

９ ぶり・ い な だ 4,640 → ９ その他のばい類 6,532 →
10 さ ざ え 3,331 → 10 さ ざ え 5,359 →

支所別

 区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳

吹　浦 飛　島 酒　田 加　茂 由　良 豊　浦 温　海 念珠関

５月末迄水揚累計 319,875 16,186 12,755 49,112 21,068 74,402 53,114 16,653 76,585 

月
間
水
揚

県内船水揚 191,926 16,188 13,454 29,270 13,700 33,974 21,624 7,521 56,195 

県外船水揚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 191,926 16,188 13,454 29,270 13,700 33,974 21,624 7,521 56,195 

前 年 同 月 水 揚 211,594 4,683 9,592 29,798 16,913 43,446 31,734 11,454 63,974 
本
年
度
水
揚

県内船水揚 511,801 32,374 26,209 78,382 34,768 108,376 74,738 24,174 132,780 

県外船水揚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 511,801 32,374 26,209 78,382 34,768 108,376 74,738 24,174 132,780 

前年度水揚累計 505,826 12,460 19,599 83,350 46,321 99,858 75,603 22,748 145,887 

増 減 5,975 19,914 6,610 -4,968 -11,553 8,518 -865 1,426 -13,107 

本年度水揚計画 1,800,000 93,000 61,000 510,000 123,000 286,000 183,000 32,000 512,000 

達 成 率 28.4% 34.8% 42.9% 15.3% 28.2% 37.8% 40.8% 75.5% 25.9%

水　揚　情　報令和８年６月30日現在 （単位：千円）

編

集
後

記

「組合員のため」が「組合のため」に



充実した
200日型
掛金の低廉な
60日型

選べる医療保障

がん診断共済金
新設！

がんに備える

骨折給付金
新設！

骨折にも安心

逓減定期特約
新設！

必要な保障を
手頃な掛金で

一時払終身共済
新設！

万一に
一生涯備える

がんばろう漁業
浜の応援団

通院特約 終身共済 一時払終身共済

生活習慣病特約 

女性疾病入院特約

備えて安心備えて安心備えて安心備えて安心備えて安心備えて安心備えて安心
チョコー発

進
チョコー発
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進
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進

医療共済

5
グレードアップ

1
グレードアップ

2
グレードアップ

3
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